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❖日光地域❖

日時：平成３０年８月３０日（木）１８：００～

会場：日光霧降スケートセンター

❖藤原地域❖

日時：平成３０年９月１日（土）１３：３０～

会場：藤原公民館（藤原行政センター）

説明用資料

本日の説明会概要

� 市長あいさつ

� 公共施設マネジメントについて

� 説明事項

� 文化会館等施設の方向性について

� 質疑応答・意見交換

２２２２



≪公共施設（ハコモノ）の保有状況≫

学校教育

系施設

３９％

市営

住宅

２１％

総延床面積：53.９万㎡（H28.４.1現在）

庁舎など

文化会館など

７％

６％

クリーンセンタ
ーなど

その他

１４％観光施設
４％

５％

スポーツ施設
４％

市民一人当たりの施設保有量：6.08㎡

【保有内訳】

全国平均全国平均全国平均全国平均
のののの1.8倍倍倍倍

学校施設：４割学校施設：４割学校施設：４割学校施設：４割

市営住宅：２割市営住宅：２割市営住宅：２割市営住宅：２割

合併に伴う

施設整備

老朽化対策が必老朽化対策が必老朽化対策が必老朽化対策が必
要な施設は要な施設は要な施設は要な施設は

全体の７割！全体の７割！全体の７割！全体の７割！

高度成長期（都市基盤の整備）昭和の合併

施設数では約６３４施設
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96千人 98千人

90千人

79千人

66千人

年 少 人 口

生 産 年 齢 人 口

高 齢 者 人 口

総人口が急激に減少し、少子高齢化も進みます総人口が急激に減少し、少子高齢化も進みます総人口が急激に減少し、少子高齢化も進みます総人口が急激に減少し、少子高齢化も進みます

生産年齢人口減少
（働く人）

税収の減少

≪日光市を支える人口の見通し≫

4

日光市の人口推移及び将来予測

４４４４
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≪財政状況：お金の見通し≫

一般財源一般財源一般財源一般財源

（市が自由に
使えるお金）

一般財源も一般財源も一般財源も一般財源も減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向

歳入推移及び将来予測

６６６６
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：上水道整
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直近 5 年平均 
投資的経費 
81.8 億円 

2.2.2.2.４倍４倍４倍４倍 
57.957.957.957.9 

億円億円億円億円////年年年年 

40404040 年間の財政制約の総額年間の財政制約の総額年間の財政制約の総額年間の財政制約の総額 

１，６３３億円１，６３３億円１，６３３億円１，６３３億円 

平均４０平均４０平均４０平均４０....８億円８億円８億円８億円////年年年年 

公共施設+インフラ（※） 
総額５，５４４億円 

（平均１３８.６億円/年） 

：既存改修等（37.8 億円/年） 

４０年間の更新費用総額４０年間の更新費用総額４０年間の更新費用総額４０年間の更新費用総額 
（公共施設（公共施設（公共施設（公共施設++++道路・橋りょう）道路・橋りょう）道路・橋りょう）道路・橋りょう） 

３３３３,,,,９４８億円９４８億円９４８億円９４８億円 
（平均９８（平均９８（平均９８（平均９８....７億円７億円７億円７億円////年）年）年）年） 

：道路・橋梁（10.5 億円/年） 

：新規事業（33.4億円/年） 

：公園整備 

：公共施設整備 

：橋梁整備 

：道路整備 

：下水道整備

インフラも含め40年間で

現在保有する施設の今後40年間に必要な維持・更新費用を試算すると・・

≪≪≪≪公共公共公共公共施設・インフラの維持管理に係るコスト施設・インフラの維持管理に係るコスト施設・インフラの維持管理に係るコスト施設・インフラの維持管理に係るコスト試算試算試算試算≫≫≫≫

総額５，５４４億円が必要

ハコモノだけでも年間７３.４億円必要

※建物にかかる生涯費用（建てるときから解体するまでの費用）の
ことを「建物のライフサイクルコスト（略称：ＬＣＣ）」と言います。

施設をたくさん持っているということは、それだけ施設を維持施設をたくさん持っているということは、それだけ施設を維持施設をたくさん持っているということは、それだけ施設を維持施設をたくさん持っているということは、それだけ施設を維持
していくためのたくさんのお金が必要になるとしていくためのたくさんのお金が必要になるとしていくためのたくさんのお金が必要になるとしていくためのたくさんのお金が必要になるといういういういうこと！こと！こと！こと！！！！！

【建物にかかる生涯費用（ＬＣＣ）のイメージ】

イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

一般的に建物がいくらで

建設されたかというイニシャ

ルコストが注目されがち。

でも、建設時の費用は氷でも、建設時の費用は氷でも、建設時の費用は氷でも、建設時の費用は氷

山の一角の２～３割程度で、山の一角の２～３割程度で、山の一角の２～３割程度で、山の一角の２～３割程度で、

建設した後にかかる費用「ラ建設した後にかかる費用「ラ建設した後にかかる費用「ラ建設した後にかかる費用「ラ

ンニングコスト」の方が大きンニングコスト」の方が大きンニングコスト」の方が大きンニングコスト」の方が大き

いのです。いのです。いのです。いのです。

建物を建設するときにかかる

「イニシャルコスト」

ライフサイクルコストは・・

建ててから施設を維持管

理していくためにかかる

光熱水費や修繕・改修費用な

どの「ランニングコスト」

で構成されている。

８８８８



� これから40年間の公共施設の建替え、改修・修繕等に使えるお金 ２５．８億円／年

� 対して公共施設の建替え、改修・修繕等にかかるお金 ７３．４億円／年

年間
47.6億円不足

９９９９

10

笹子トンネル天井板崩落事故（平成２４年１２月２日）

崩落箇所で車両３台が下敷き。うち2台が火災となり焼損。
死者９名 負傷者２名。

笹子トンネル：1977年開通築35年経過

静かに危機は進行している・・

東京都九段会館（築77年）
２０１１年 震度5で天井崩落、2名死亡

笹子トンネルの事故状況：山梨県大月市消防本部提供資料

老朽化は、地震や津波などの自然災害と違って確実に起きる。起こる可能性があるのではなく

１００％確実に老朽化する。何も対策を取らなければ、いずれは朽ち果ててわれわれの生命や
財産を危険にさらす。老朽化はいつの間にか忍び寄る『緩やかな震災』である。・・・

１００％確実に予見できるということは１００％確実に避けることができるということ１００％確実に予見できるということは１００％確実に避けることができるということ１００％確実に予見できるということは１００％確実に避けることができるということ１００％確実に予見できるということは１００％確実に避けることができるということその知恵と
力が日本人にないはずがない。

東洋大学根本祐二教授「朽ちるインフラ・忍び寄るもうひとつの危機」から抜粋
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マネジメント実行計画先導的マネジメント実行計画先導的マネジメント実行計画先導的マネジメント実行計画先導的モデル①：文化会館施設モデル①：文化会館施設モデル①：文化会館施設モデル①：文化会館施設

≪≪≪≪対象施設対象施設対象施設対象施設≫≫≫≫

市域施設市域施設市域施設市域施設のののの

再編再編再編再編モデルモデルモデルモデル

今市文化会館今市文化会館今市文化会館今市文化会館（昭和５（昭和５（昭和５（昭和５１１１１年築）年築）年築）年築）

日光総合会館日光総合会館日光総合会館日光総合会館（昭和４７年築）（昭和４７年築）（昭和４７年築）（昭和４７年築）

藤原藤原藤原藤原総合文化会館総合文化会館総合文化会館総合文化会館（昭和４８年築）（昭和４８年築）（昭和４８年築）（昭和４８年築）

いずれも老朽化が進む
１０００人規模の

ホール機能を有した
文化会館施設

文化会館等３施設については、更新に伴う事業費や、ランニングコストも含め多額

な費用が見込まれることから、公共施設マネジメント計画実行計画の中でモデル事業

として位置付け、機能の1館集約を前提に検討を行ってきました。

延床面

積

（㎡）

構造 階数
耐震化

（Is値）
席数

5,679 RC
地上2

地下1

未実施
（0.65）

868

延床面積

（㎡）
構造 階数

耐震化（Is

値）
席数

3,158 RC
地上3

地下1

未実施

（0.4）
1222

延床面積

（㎡）
構造 階数

耐震化（Is

値）
席数

3,742 SRC
地上4

地下1
実施済み 1066

１５１５１５１５

３施設を同時期に集約することを主眼に検討を行ってきましたが、新たな施

設の整備については具体的な検討から実現までに多くの時間を有することか

ら，やれることからやれることからやれることからやれることから段階的段階的段階的段階的に調整するに調整するに調整するに調整することとしました。

ＳＴＥＰ１：低利⽤かつ未耐震である、⽇光総合会館と藤原
総合文化会館を早期に廃止する。

� 年間のランニングコストが⾼額であるため、早期である程、削減効果が⾼くなる。

� 各施設の⽴地上、跡地活⽤による収益効果を⾒込める。

ＳＴＥＰ２： 今市文化会館を改修して使用するか、新たな文化

会館施設を整備（建替え）するかの方向性を、平成30年度中

に調整する。

� 今市を改修して使用する場合、新たに施設建替えと比較すると直近の財政負担を

抑制出来るものの、相応の改修費用（直近で約18億円）がかかる。

� 改修した場合でも20年強しか延命が図れない。20年後の施設整備を考慮すると、

40年間のトータルコスト上は、規模を縮小して新たに施設整備した方がコスト縮

減できると試算される。

跡地跡地跡地跡地活用活用活用活用並並並並びに施設整備の検討にあたっては・・・びに施設整備の検討にあたっては・・・びに施設整備の検討にあたっては・・・びに施設整備の検討にあたっては・・・

・市単独での財源確保は厳しい。・市単独での財源確保は厳しい。・市単独での財源確保は厳しい。・市単独での財源確保は厳しい。

・民間参入の意欲や市場性など・民間参入の意欲や市場性など・民間参入の意欲や市場性など・民間参入の意欲や市場性などのののの把握が必要。把握が必要。把握が必要。把握が必要。

民間発想、資金、経
営感覚等の民間活力の
活用を検討

１６１６１６１６



Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３

今市文化会館

日光総合会館

藤原総合文化会館

集約に向けた各施設スケジュール（案）※最短の場合

改修or建替えに
向けた検討調整

工事実施設計 工事

跡地活用に向けた検討・調整

施設解体／跡地整備

※⽇光、藤原の施設廃⽌後の跡地利⽤については、地元要望並びに⺠間の発
想、資⾦等の活⽤も視野に⼊れた検討調整を⾏う。

【【【【留意点留意点留意点留意点】】】】

� 上記スケジュールは、ホール機能の利用空白期間が生じないよう考慮しなが

ら、全てを順調に進められた場合、考えられる最短のスケジュールを示した

ものです。

� 規模が大きな施設ですので、財源上も整備上の影響等もあると考えられるこ

とから、再度精査した上で、スケジュールは変動する可能性があります。
１７１７１７１７

【日光総合会館・藤原総合文化会館廃止に関しての判断資料】

◇文化会館３施設の現状◇文化会館３施設の現状◇文化会館３施設の現状◇文化会館３施設の現状

【建物状況】

建築年度 築後年
延床面積
（㎡） 構造 階数 耐震化（Is値） 席数

今市文化会館 1976 ４２ 3,742 SRC 地上4、地下1 実施済み 1066

日光総合会館 1972 ４６ 5,679 RC 地上2、地下1 未実施（0.65） 868

藤原総合文化会館 1973 ４５ 3,158 RC 地上3、地下1 未実施（0.4） 1222

※Is値とは：建物の耐震性能を示す指標。（建物の強度・靱性、形状やバラン

ス、経年劣化などといった耐震性能に⼤きく関わる要素を総合的に判断する

指標一般的な建物であれば「Is値0.6以上であるか」がひとつの目安となる。）

・・・・IsIsIsIs＜＜＜＜0.3 0.3 0.3 0.3 …………倒壊倒壊倒壊倒壊またはまたはまたはまたは崩壊崩壊崩壊崩壊するするするする危険性危険性危険性危険性がががが高高高高いいいい

・・・・0.30.30.30.3≦≦≦≦IsIsIsIs＜＜＜＜0.6 0.6 0.6 0.6 …………倒壊倒壊倒壊倒壊またはまたはまたはまたは崩壊崩壊崩壊崩壊するするするする危険性危険性危険性危険性があるがあるがあるがある

・・・・0.60.60.60.6≦≦≦≦Is Is Is Is …………倒壊倒壊倒壊倒壊またはまたはまたはまたは崩壊崩壊崩壊崩壊するするするする危険性危険性危険性危険性がががが低低低低いいいい

〔課題と考察〕

� 国が示す「官庁施設の総合耐震計画基準」において、社会教育施設、社会福祉施設とし

て使用する官庁施設のIs値は0.75以上が求められており、「日光総合会館」と「藤原総

合文化会館」が基準を満たしていない。

� 全ての施設が築後40年以上経過し、⽼朽化・劣化の進⾏が著しい。

� 1館に集約する方法として、いずれかの施設を改修して使用するにしても、耐震基準を

満たしていない、日光、藤原を選択することはない。
１８１８１８１８



●ホールの入場者数別利用状況（平成 23 年度～平成 27 年度の５年間の平均） 

 今市文化会館 日光総合会館 藤原総合文化会館 計  

1000 人以上 １３件 ３件 １件 １７件  

400 人以上 1000 人未満 ２９件 ９件 ５件 ４３件  

400 人未満 １２８件  １１１件 ３１件  ２７０件  

 

【利⽤状況】

（利⽤状況はＨ27年度調査結果）

〔課題と考察〕

� ⽇光、藤原のホール利⽤率は特に低い。

� 入場者数の状況からみると、400人以上から1000⼈の規模については、全体の利⽤の内約

２０％に満たない状況。

� 利⽤状況や当市の⼈⼝規模等を考察すると1000人規模の施設を3つ持つ必要性はない。

400400400400人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽

の練習、講演等のリハーサルや準備等少人の練習、講演等のリハーサルや準備等少人の練習、講演等のリハーサルや準備等少人の練習、講演等のリハーサルや準備等少人

数での利用も数での利用も数での利用も数での利用も1111件とカウントしています。件とカウントしています。件とカウントしています。件とカウントしています。
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単位：千円

期間

施設名

1～5年目
(H28～32年度)

6～20年目
(H33～47年度)

合計

今市文化会館

改修費 2,166,636 改修費 1,110,221 3,276,857

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 613,650 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 1,840,950 2,454,600

計 2,780,286 計 2,951,171 5,731,457

日光総合会館

改修費 1,316,599 改修費 879,283 2,195,882

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 438,220 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 1,314,660 1,752,880

計 1,754,819 計 2,193,943 3,948,762

藤原総合文化会館

改修費 779,592 改修費 479,932 1,259,524

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 352,650 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ 1,057,950 1,410,600

計 1,132,242 計 1,537,882 2,670,124

合 計

改修費計 4,262,827 改修費計 2,469,436 6,732,263

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ計 1,404,520 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ計 4,213,560 5,618,080

3館計 5,667,347 3館計 6,682,996 12,350,343

施設維持使用するの

に年間約7000万円程

度かかっている

3施設全てを20年間

使用し続けた場合

今市のみ改修して

20年間使用し続け

た場合

施設維持使用するの

に年間約8,700万円

程度かかっている

【コスト状況】

○既存文化会館等を今後20年間維持・改修等した場合のトータルコスト

※今市文化会館の改修費用には、一体施設である、中央公民館、勤労青少年ホームの改修費用も含む

※既存３館のランニングコストは公共施設マネジメント白書で算出した各館コスト（H22年度実績）から試算

〔課題と考察〕
� ホール施設は、施設規模が大きいため、大規模改修や建替えにかかる費用が大きい。
� 施設だけでなく、附帯設備機器等の更新についても、費⽤が莫⼤となる。
� 改修費だけではなく、施設⽤途の性質上、ランニングコスト（施設維持管理費⽤）も
高額である。

２０２０２０２０



各種団体等での研修、説明会も承ります。公共施設マネジメントのお問い合わせは、公共施設マネジメントのお問い合わせは、公共施設マネジメントのお問い合わせは、公共施設マネジメントのお問い合わせは、

行政経営部 管財課公共施設マネジメント推進室

☎0288-21-5132 E-mail：kanzai@city.nikko.lg.jp

ご静聴ありがとうございました。

日光市公共施設マネジメント 検索
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